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今
年
度
の
浄
化
槽
設
置
補
助
の
申
請
締
め
切
り
は
、

11
月
30
日（
火
）で
す
。�

①
専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、

　
補
助
金
を
10
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。�

　
補
助
金
額
は
、
5
人
槽 

50
万
円（
40
万
円
）、
7
人
槽 

60�

　
万
円（
50
万
円
）、
10
人
槽
以
上 

70
万
円（
60
万
円
）で
す
。�

　
※
（
　
）
内
は
併
用
住
宅
の
場
合�

②
単
独
処
理
浄
化
槽（
専
用
住
宅
）の
撤
去
費
用
額
は
、
上
限

　
20
万
円
ま
で
補
助
し
て
い
ま
す
。�

　
※
撤
去
費
用
が
20
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
実
際
に
か

　
　
か
っ
た
費
用
の
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
。�

①
、
②
と
も
平
成
23
年
度
ま
で
の
期
限
付
き
事
業
で
す
。

な
お
、販
売
お
よ
び
賃
貸
目
的
の
専
用
住
宅
は
対
象
外
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
水
処
理
課  

☎
72
・
5
6
6
7

　
集
落
排
水
施
設
の
使
用
料
は
、基
本
使
用
料
と
使
用
人
数
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

水
処
理
課
、環
境
衛
生
課
ま
た
は
支
所（
三
野
、詫
間
、仁
尾
）へ

使
用
人
員
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
印
鑑
が
必
要
）。�

　
集
落
排
水
施
設
は
、
上
高
瀬
第
一
地
区（
高
瀬
町
）
、
大

見
地
区（
三
野
町
）
、
大
浜
・
潟
満
・
上
新
田
地
区（
詫
間
町
）
、

北
草
木
地
区（
仁
尾
町
）
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
水
処
理
課  

☎
72
・
5
6
6
7�

土地改良事業の申請を�
受け付けています�

三豊市農業振興対策基金事業を�
拡充しました�

　平成23年度の土地改良事業の申請を受け付けて�
います。�
　詳しくは土地改良課へお問い合わせください。�

　これまでは、国・県の補助事業を対象にした基金�
事業でしたが、新しく市単独事業を追加しました。�

採択要件および補助率

問い合わせ　土地改良課　☎ 73－3041問い合わせ　農業振興課　☎ 73－3040

事業名　　　　　　　　　補助率�

農業経営規模拡大助
成事業�
農地の流動化を促進し、有
効利用を図る�

新規設定・所有権移転�
　20,000円/10a�
再設定�
　10,000円/10a�

不作付地解消自給力
向上助成事業�
不作付地・耕作放棄地の解
消を目的とし、自給力の向
上を図る�

集落営農等農業振興
団体活動促進事業�
（ソフト事業）�
農業の発展のため活動を行
う農業団体に対する支援�

集落営農等農業振興
団体活動支援事業�
（ハード事業）�
農業の発展のため活動を行
う農業団体の取り組みに必
要な機械等に対する支援�

新規就農者活動促進
事業（ソフト事業）�
就農希望者の就農初期の研
修等に対する支援�

新規就農者活動支援
事業（ハード事業）　
認定就農者が経営を展開す
るために必要な施設等に対
する支援�

30,000円/10a

上限30万円/組織�

事業費の1/2以内�
（限度額200万円）�

事業費の1/2以内�
（限度額150万円）�

3万円/月または�
年間30万円の�
いずれか低い額�

事 業 名�

事業主体�市、土地改良区� 地区代表者�

農道、かんがい施設、ため池、�
ほ場整備、畑かん施設�

対象施設�

受益戸数� 2戸以上�

事 業 費�100万円以上�

規　　模�

補 助 率�

単独県費補助�
土地改良事業�

県補助率�
　　50％�

市補助率�
　　30％以内�

農道、かんがい排水、�
ため池�
　　　　50％以内�
畑かん施設�
　　　　65％以内�

市単独補助�
土地改良事業�

農道、かんがい排水、�
ため池�
　20万円～120万円�
畑かん施設�
　10万円～120万円�

(農道)幅員4ｍ
以上、その他補
助要件を満た
していること�

(農道）幅員2ｍ以上�

(畑かん施設)県営事
業以上�

　
し
か
し
、
近
年
輸
入
タ
ケ
ノ
コ
の
増
加
に
伴
い
、
次
第
に

タ
ケ
ノ
コ
生
産
は
減
少
し
、
竹
林
の
荒
廃
化
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
っ
た
里
山
の
自
然
と
生
活
環
境

へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
一
方
、
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
期
限
で
あ
る
平
成
25
年
3
月
末
日
が

間
近
に
迫
り
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
検
討
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
荒
廃
化
し
た
竹
林
を
新
し
い
産
業

創
出
の
資
源
と
で
き
な
い
か
、
生
ご
み
に
つ
い
て
も
、
焼
却

し
て
灰
に
し
て
い
た
も
の
を
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
な
い

か
、
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
、
竹
や
ご
み
を
資
源
と
し
て

事
業
化
し
、
そ
れ
を
地
域
振
興
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
計

画
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
「
竹
資
源
の
事
業
化
」
は
政
策
部
、
「
新
ご
み

処
理
場
の
検
討
」
は
市
民
部
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
両

事
業
は
、
自
治
体
が
行
う
公
共
事
業
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

関
係
す
る
民
間
企
業
の
参
加
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

る
も
の
で
、
綿
密
な
情
報
収
集
、
調
査
活
動
な
ど
を
踏
ま
え
、

実
現
可
能
な
事
業
計
画
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
効

果
的
に
行
動
す
る
な
ど
、
非
常
に
難
易
度
の
高
い
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
年
度
の
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
行
政
課
題
に

対
処
す
る
た
め
10
月
1
日
を
も
っ
て
機
構
改
革
を
行
い
、
政

策
部
の
中
に
、
主
体
的
に
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
よ
っ
て
竹
資
源
の
事
業
化
と

ご
み
の
資
源
化
を
図
る
と
い
う
方
針
の
下
、
具
体
的
な
研
究
・

検
討
を
行
い
、
事
業
化
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
取
り
組

む
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　�

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室
　
☎
73
・
3
0
2
8
�

�

市 役 所 �

第4会議室�

第3会議室�

玄関�

第1会議室�

大会議室�

道　路�

バイオマス�
タウン�
推進室�

執務場所　市役所西館�
☎73－3028

　
政
策
課
で
行
っ
て
き
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
推
進
事

業
と
、環
境
衛
生
課
で
行
っ
て
き
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）建
設
事
業
を
推
進
・
実
行
す
る
た
め
、
10
月
1
日
か

ら
新
し
く
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室
」
を
設
置
し
、
2
つ

の
事
業
を
ひ
と
つ
の
課
で
特
化
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

���

　
市
内
に
約
1,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
が
り
を
持
つ
竹
林

は
、一
昔
前
ま
で
は
主
要
農
産
物
の
タ
ケ
ノ
コ
を
生
産
し
、
農

家
経
済
の
み
な
ら
ず
地
域
に
加
工
産
業
が
発
展
す
る
な
ど
地

域
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。�

浄
化
槽
設
置
補
助
の
申
請
は�

お
早
め
に�

集
落
排
水
施
設
の
使
用
人
数
の�

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？�


